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文責：校長 大内雅之

台拭きの寄贈

～地域の思いを受け取りました～
６日、塩沢あだたらクラブ協議会様が学校に「台拭

き」を寄贈してくださいました。手ぬぐいを手縫いし

て作ってくださった心のこもった台拭きをたくさんい

ただきました。地域の学校への思い、子どもを思う気

持ちの表れとしてしっかり受け止め、大事に使ってい

こうと思います。本当にありがとうございました。

※コロナ禍のため、玄関先での受領となりました。

木工クラフトに挑戦

～製作を通しながら、自然・森林を考える～
８日、４年生が木工クラフトに挑戦しま

した。この学習は「森林環境学習」の一環

で行ったもので、製作を通しながら、自然

の大切さや森林の役割などを学ぶことを目

的としたものでした。

講師の先生には、福島県内で森の案内人と

して活躍している４名の方（蓮沼昇 様・

安齋正博 様・根本清一 様・久保内ケイ

様）をお願いしました。

製作したのは 木材を使った「熊」。講師

の先生には、製作の仕方の手順を教えていた

だくのはもちろん、のこぎりの使い方や自然

の神秘に至るまで多岐にわたる話を聞かせて

いただきました。子どもたちは、のこぎりに

悪戦苦闘しながらも楽しく製作に取り組みま

した。

もちろんコロナ対策については、３密の回避、

換気、消毒等できる限りの対策をとっています。

いじめについての標語募集

～たくさんの標語が集まりました～
児童会代表委員会で１学期末に取り組んだ「いじめについての標語募集」。夏

休み明け、多くの児童が標語を出してくれました。

その数なんと「１２８」 全校児童の１／３以上３６％もの児童が取り

組んでくれました。内容の善し悪しはあるのかもしれませんが、そんなことは大したことではあ

りません。北小のみんなで「いじめ」について考える機会をもち、みんなで「いじめをしない」

ことを決意したことに大きな意味があるように思います。

また、夏休み期間中、子どもたちへの声かけをしてくれたりや一緒になって考えてくれたりし

た家庭があると聞いています。御協力ありがとうございました。

何回かに分けて、裏面で紹介していきたいと思っています。ご覧ください。

 

輝け！北っ子！


